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ならやまプロジェクトコンセプト 

景観グループ       羽尻嵩 

 

景観グループのコンセプトについて述べる前に

会全体のことについて意見を述べます。 

「ならやま」の里山整備活動は 2007 年から始

まり、最初の数年間は、荒れ地を整備して市民・

住民が憩える里山を作るというはっきりした目標

があって、みんなで苦労を分かち合い、みんなで

楽しみ、考えたりする機会が多かったと思います。 

しかし、その後里山の整備が進み、活動の参加

者も増えて組織が大きくなり、現在は役割分担が

３つのグループに固定化してきて、活動当初に見

られたみんなで「ならやま」全体に関わっていく

機会が大幅に減ってきていると思います。このこ

とは会全体の課題ですが、景観グループの活動に

も関わることなのでここで触れさせていただきま

した。 

さて、景観グループのことに話を戻します。景

観グループの作業は、周辺のゴミ拾い、ベースキ

ャンプ全体の草刈りや竹林の整備、彩の森・第５

地区・佐保自然の森の草刈り、景観花の育成、BC

の流水・池・湿地の整備、里山道のパトロールな

ど他のグループよりも多岐に渡っています。 

このように景観グループの作業分野が特に多岐

に渡っているのは、里山整備と農園活動以外の作

業を便宜上景観グループにまとめたという面もあ

り、したがって、全体がまとまって作業をするこ

とはほとんどないというのが現状です。 

里山整備の活動は、街中の公園造りやましては

個人の家の庭造りの樹木・花・水辺作りとは違っ

て、どのような里山がこの地域にふさわしいのか

を、この地域の気候・植生・生態系・風土をグル

ープ全体として探りながら進めていかなければな

らないと思います。 

しかし、組織は分業が進めば進むほど、この点

について全員で確認することが少なくなっていき

ます。そして、この会の里山整備の活動もそのよ

うになってきているのではないでしょうか。 

今、景観グループだけではなく、会全体として、

この点について考えてみる時期に来ているのでは

ないでしょうか。 

 

佐保台ファーム体験学習 

里山の水田を復元して早くも６年目を迎えた。

佐保台小学校５年１組の児童たちが取り組む総合

学習体験も同じく６年目になる。南側半分は佐保

台ファーム、北側の半分は会員用である。 

６月６日に田植え、７月・９月に生育観察など

を体験。１０月２３日に稲刈りに取り組んだ。鋸

鎌の使い方や稲株の持ち方等の諸注意を聞き刈り

進む。初めは覚束ない手つきであったが、次第に

慣れて会員用の稲も全部刈り終え、稲掛け作業も

完了させてくれた。 

子どもたちの感想文には、異口同音に米作りに

携わる農家の人達のご苦労の程などが綴られてい

た。一連の水稲栽培学習は、まさしく「百見は一

体験に如かず」であったに違いない。 

 後日、「毎日三度の食事の繰り返しをしていま

すが、お母さんの愛情のこもった食事に好き嫌い

を言ったり、給食を食べ残したりなどしていませ

んか。お母さんは、可愛い我が子の健やかな成長

を願って、また、給食は管理栄養士の方が、バラ

ンスやカロリーなどを考えつつメニューを、さら

に給食のおばさんたちも衛生管理に心配りをしな

がら、それぞれのパートで努力をして貰っていま

す。そのようなことを考えますと、好き嫌いを言

ったり、食べ残したりなどのわがままは許されな

いと思います。どうか、多くの人達に感謝の気持

ちを忘れないで、学習にスポーツに文化活動に励

んでください。」とのメッセージを届けた。 

来年も「ならやま」に佐保台っ子の元気な声が

響き渡ることでしょう。   （鈴木末一） 

 


